
近畿大学附属農場だより

『季節の宅配便』

地域の一助となるために
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近畿大学農学部3年生の農場実習がスタート！近大酒となる酒米の‘山田
錦’の田植えや、今年から販売開始となった赤ワイン梅酒のための梅の収
穫を行いました。いいお酒になりますように！

学校法人近畿大学と湯浅町が令和4年（2022年）に
締結した包括連携協定の一環で、湯浅町のワイン製
造メーカーの和歌山湯浅ワイナリーと連携して製造
（写真左 赤ワイン梅酒）。
赤ワインをベースに梅を漬け込むことで、赤ワインの
風味と梅の果実感が楽しめます。
令和6年（2024年）6月24日（月）から販売開始。

梅の収穫 梅の選果

山田錦の補植
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